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私が渡米して最初に補習校に勤務したのは、2000 年のことでし

た。当時は、インターネットもパソコンもまだあまり一般的では

ありませんでした。パワーポイントを使った授業をしたり、ワー

ドで学級通信や所見を印刷して配ったりすると、「手書きでなけれ

ば心がこもっていない」と言われた時代でした。 

それから時代は大きく変わりました。AG+のように、インターネ



 

ットを通じて世界中の同じ目的を持つ方々と知り合える機会がで

きたことは、本当に素晴らしいことだと感じています。このプロ

ジェクトでは、補習校を巣立ってから 20 年以上がたち、立派な社

会人として活躍している生徒たちと、再び言葉を交わす機会にも

恵まれました。かつて教室で過ごした生徒たちの成長を知り、補

習校で過ごした時間の大切さをあらためて感じています。 

AG+を通して、世界各地で活躍されている先生方と知り合うこと

ができた上、「こんなことまでできるのか」と驚くほど、たくさん

のことを学ばせていただきました。皆様との出会いや学びは、こ

れから新しいことに挑戦していく上で、大きな励みになりますし、



 

まだまだ前を向いて新しい一歩を踏み出していかなければと、背

筋が伸びる思いです。 

AG+のプロジェクトは終了とのことですが、きっとまた新しいプ

ロジェクトを通して、皆様と出会える機会があると信じています。

私にとって補習校は、多くの生徒たちにとってそうであったよう

に、英語で過ごす日常の中で、思いきり日本語を使い、自分らし

さを表現できる場所でもありました。それは今も変わらないのか

もしれません。これからも新しいことへの挑戦を大切にしながら、

これまでに学んだことを次の世代へつなぎ、先輩として後輩を育

てられる人材になれるよう、成長を続けていきたいと思います。 


